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一　

は
じ
め
に

　

一
昨
年
（
二
〇
一
九
）
の
日
本
で
は
天
皇
の
譲
位
と
そ
れ
に
伴
う
改
元

と
が
あ
り
、
天
皇
位
の
継
承
の
在
り
方
や
年
号
に
国
民
の
大
き
な
関
心
が

集
ま
っ
た
。
私
も
加
藤
陽
子
氏
に
慫
慂
さ
れ
て
、
同
氏
編
輯
の
『
天
皇
は

い
か
に
受
け
継
が
れ
た
か
─
天
皇
の
身
体
と
皇
位
継
承
』
に
「
中
国
皇
帝
の

譲
位
と
元
号
」
の
一
文
を
寄
稿
し
た（

（
（

。

　

中
国
に
限
ら
ず
、
世
界
の
君
主
国
で
は
先
代
の
王
（
君
主
）
の
死
後
に

次
の
王
が
立
つ
の
が
主
流
で
あ
り
、
院
政
期
の
日
本
の
よ
う
に
、
譲
位
を

唐
帝
の
譲
位
時
に
お
け
る
改
元
に
つ
い
て

─
玄
宗
は
な
ぜ
一
二
月
に
開
元
と
改
元
し
た
の
か

─
金
子
修
一

通
例
と
す
る
の
は
寧
ろ
例
外
で
あ
る
。
先
王
の
死
後
に
新
し
い
王
が
即
位

す
れ
ば
年
の
途
中
に
王
の
交
代
の
あ
る
の
が
普
通
と
な
る
が
、
中
国
で
は

そ
の
年
の
終
わ
り
ま
で
死
去
し
た
先
王
（
秦
漢
以
後
で
は
先
帝
）
の
年
と

見
做
し
、
翌
年
の
正
月
を
迎
え
て
初
め
て
新
し
い
王
（
皇
帝
）
の
元
年
と

数
え
る
。
こ
れ
を
踰
年
称
元
、
前
漢
の
武
帝
の
途
中
か
ら
年
号
制
度
が
始

ま
っ
て
以
後
は
踰
年
改
元
と
い
う（
２
）。

三
国
魏
の
斉
王
曹
芳
は
景
初
三
年

（
二
三
九
）
正
月
一
日
に
即
位
し
た
。
当
日
は
先
帝
の
明
帝
（
在
位

二
二
六
～
二
三
九
）
が
崩
御
し
た
日
で
、
斉
王
芳
は
こ
の
日
に
皇
太
子
と

な
り
、
次
い
で
皇
帝
に
即
位
し
た
。
し
か
し
年
号
は
明
帝
の
景
初
三
年
の

ま
ま
で
翌
年
の
正
月
一
日
に
正
始
と
改
元
、
こ
の
日
が
斉
王
の
元
年
の
初



國學院雑誌　第 122 巻第６号（2021年） ─ 40 ─

日
と
な
っ
た
。
年
表
で
は
斉
王
芳
の
在
位
期
間
は
二
四
〇
～
二
五
四
年
と

な
る
が
、
実
際
に
は
そ
の
前
の
景
初
三
年
一
年
間
も
皇
帝
で
あ
っ
た
。
踰

年
称
元
・
踰
年
改
元
の
考
え
方
に
立
つ
と
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
り

得
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
従
来
の
一
月
で
は
な
く
そ
の
前
の
一
二
月
を

歳
首
と
す
る
景
初
暦
を
明
帝
は
施
行
し
て
お
り
、
斉
王
芳
は
正
始
元
年
か

ら
一
月
を
正
月
と
す
る
従
来
の
夏
正
に
戻
し
て
い
る
の
で
、
景
初
三
年
は

実
際
に
は
一
三
箇
月
存
続
し
た
。
な
お
、
日
本
で
切
れ
目
の
無
い
年
号
制

度
の
確
立
す
る
の
は
文
武
天
皇
（
在
位
六
九
七
～
七
〇
七
）
の
大
宝
年
間

（
七
〇
一
～
七
〇
四
）
か
ら
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
天
皇
即
位
の
時
期
と

改
元
の
時
期
と
は
無
関
係
で
あ
る
の
が
寧
ろ
普
通
で
あ
る
。

　

私
が
「
中
国
皇
帝
の
譲
位
と
元
号
」
で
右
の
よ
う
な
内
容
を
述
べ
た
時

に
説
明
し
き
れ
な
か
っ
た
の
が
、
唐
の
順
宗
が
即
位
し
た
年
の
う
ち
に
譲

位
す
る
未
踰
年
之
君
（
後
述
）
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
順
宗
と
い
う
廟
号
を

持
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
断
案
が
な
い
の
で
触

れ
な
か
っ
た
の
は
、
本
稿
の
副
題
で
あ
る
玄
宗
は
な
ぜ
一
二
月
に
も
な
っ

て
開
元
と
改
元
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
程
、
以
上
の

二
点
に
つ
い
て
一
応
の
解
釈
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
本
稿
を
纏
め

た
が
、
玄
宗
・
順
宗
以
外
の
譲
位
に
よ
っ
て
即
位
し
た
唐
の
皇
帝
と
改
元

と
の
関
係
も
一
瞥
し
て
お
い
た
方
が
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
の
改
元
の
特
色
を

把
握
し
易
い
。
そ
こ
で
太
宗
・
憲
宗
の
即
位
時
の
改
元
に
も
言
及
し
て
お

い
た
。
よ
っ
て
、
本
稿
の
内
容
は
「
中
国
皇
帝
の
譲
位
と
元
号
」
と
一
部

重
複
す
る
が
、
そ
の
点
は
御
容
赦
願
い
た
い
。
ま
た
、
玄
宗
の
開
元
へ
の

改
元
の
問
題
に
は
武
后
の
退
位
以
降
の
政
治
の
動
き
も
関
わ
っ
て
く
る
の

で
、
こ
の
時
期
の
政
治
過
程
に
も
か
な
り
筆
を
割
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

の
点
で
、
他
の
諸
帝
の
改
元
と
は
か
な
り
異
な
る
叙
述
と
な
っ
た
点
を
諒

と
せ
ら
れ
た
い
。

二　

唐
代
の
譲
位
と
年
号

　

漢
以
来
の
長
寿
の
帝
国
で
あ
っ
た
唐
（
六
一
八
～
九
〇
七
）
に
は
、
周

（
武
周
、
六
九
〇
～
七
〇
五
）
を
建
国
し
た
則
天
武
后
（
武
則
天
）
を
除

い
て
二
〇
人
の
皇
帝
が
い
た
が
、
そ
の
う
ち
在
位
中
に
次
の
皇
帝
に
譲
位

し
た
の
は
高
祖
（
次
の
皇
帝
は
太
宗
）・
睿
宗
（
玄
宗
）・
玄
宗
（
粛
宗
）・

順
宗
（
憲
宗
）
の
四
名
で
あ
る
。
踰
年
改
元
の
考
え
方
に
照
ら
す
と
、
こ

う
し
た
在
位
中
の
譲
位
の
場
合
に
新
し
い
皇
帝
が
い
つ
改
元
し
た
か
は
、

政
治
史
上
の
興
味
深
い
問
題
点
と
な
る
。

　

太
宗
（
在
位
六
二
六
～
六
四
九
）
の
場
合
、
長
兄
の
皇
太
子
李
建
成
及

び
弟
の
巣
王
李
元
吉
と
の
確
執
が
激
し
く
な
り
、
武
徳
九
年
（
六
二
六
）

六
月
の
玄
武
門
の
変
で
李
建
成
・
李
元
吉
を
倒
し
て
皇
太
子
と
な
り
、
八

月
に
高
祖
（
在
位
六
一
八
～
六
二
六
）
の
譲
位
を
受
け
て
皇
帝
と
し
て
即
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位
し
た
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
後
も
父
の
高
祖
と
の
間
に
は
対
立
が
あ
っ
た

で
あ
ろ
う
が
、
史
料
は
黙
し
て
語
ら
な
い
。
貞
観
（
六
二
七
～
六
四
九
）

へ
の
改
元
は
翌
年
の
正
月
元
日
で
あ
り
、
太
宗
は
先
帝
崩
御
の
場
合
と
同

じ
踰
年
改
元
の
形
式
を
遵
守
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
太
宗
は
即
位
時

に
大
赦
し
た
が
（『
唐
大
詔
令
集
』
巻
二
・
太
宗
即
位
赦
）、
貞
観
の
改
元

時
に
は
大
赦
し
て
い
な
い
（
同
書
巻
三
・
改
元
貞
観
詔
）。
こ
れ
に
対
し
、

粛
宗
（
在
位
七
五
六
～
七
六
二
）
は
玄
宗
（
在
位
七
一
二
～
七
五
六
）
の

天
宝
一
五
載
（
七
五
六
）
七
月
一
二
日
に
即
位
し
た
が
、
当
日
に
至
徳

（
七
五
六
～
七
五
八
）
と
改
元
し
天
下
に
大
赦
し
た
（
同
書
巻
二
・
粛
宗

即
位
赦
）。
粛
宗
の
場
合
、
前
年
末
に
勃
発
し
た
安
史
の
乱
で
長
安
を
追

わ
れ
、
父
の
玄
宗
と
共
に
成
都
（
四
川
省
）
ま
で
落
ち
延
び
る
途
中
で
、

群
臣
の
勧
め
で
先
行
す
る
玄
宗
と
分
か
れ
、
独
断
で
長
安
の
西
北
に
あ
る

唐
の
有
力
な
軍
事
拠
点
の
霊
武
（
寧
夏
回
族
自
治
区
）
に
行
き
、
そ
こ
で

即
位
し
た
後
に
そ
の
こ
と
を
玄
宗
に
通
知
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
行
為
を

粛
宗
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
と
見
做
す
か
ど
う
か
は
微
妙
で
あ
る
が
、
即
位
当

日
に
改
元
し
た
こ
と
は
粛
宗
の
決
意
の
表
明
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
改
元
や
大
赦
は
詔
と
し
て
全
国
に
発
布
さ
れ
る
の
で
、
戦
乱
の
際
に

は
皇
帝
の
健
在
を
人
民
に
明
示
す
る
と
い
う
政
治
的
效
果
も
あ
っ
た
。

　

順
宗
の
場
合
も
別
の
意
味
で
特
殊
で
あ
る
。
徳
宗
（
在
位
七
七
九
～

八
〇
五
）
は
貞
元
二
一
年
（
八
〇
五
）
正
月
二
三
日
に
崩
御
し
、
皇
太
子

の
順
宗
は
二
六
日
に
即
位
し
た
。
即
位
赦
は
遅
れ
て
二
月
二
四
日
に
発
布

さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
順
宗
は
病
弱
で
同
年
八
月
四
日
に
は
譲
位
し

て
太
上
皇
と
な
り
、
皇
太
子
の
憲
宗
が
即
位
し
た
。
順
宗
の
朝
廷
で
は
王

叔
文
・
王
伾
を
中
心
と
し
た
気
鋭
の
官
僚
が
政
治
改
革
を
推
進
し
よ
う
と

し
た
が
、
守
旧
派
官
僚
や
宦
官
の
不
満
、
抵
抗
も
あ
っ
て
、
そ
の
改
革
は

順
宗
の
譲
位
と
共
に
挫
折
し
、
王
叔
文
ら
は
左
遷
等
の
憂
き
目
に
あ
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
中
に
は
文
章
家
と
し
て
著
名
な
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
も
含
ま

れ
て
い
た
。
こ
の
改
革
運
動
を
永
貞
革
新
と
い
う
の
は
八
月
五
日
に
は
永

貞
と
改
元
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
が
、
踰
年
改
元
の
原
則
か
ら
順
宗
は
そ
れ

ま
で
改
元
し
て
い
な
か
っ
た
。
永
貞
へ
の
改
元
は
退
位
し
た
太
上
皇
の
順

宗
の
誥
（
後
述
）
で
発
布
さ
れ
、
文
中
に
「
自
貞
元
二
十
一
年
八
月
五
日

已
前
、
天
下
死
罪
降
從
流
、
流
以
下
遞
減
一
等
」（『
旧
唐
書
』
順
宗
紀
）

と
い
う
大
赦
よ
り
小
規
模
な
恩
赦
が
宣
言
さ
れ
た
。
順
宗
は
王
叔
文
ら
の

専
権
を
悪
ん
で
い
た
と
い
う
が
、
こ
の
点
で
は
順
宗
と
憲
宗
と
の
間
に
軋

轢
が
あ
り
、
順
宗
に
は
な
お
政
治
の
主
導
権
の
一
部
を
保
持
し
よ
う
と
す

る
思
惑
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

憲
宗
は
翌
年
の
永
貞
二
年
（
八
〇
六
）
正
月
に
元
和
と
改
元
し
て
天
下

に
大
赦
し
た
が
、
そ
の
文
に
「
改
貞
元
（
永
貞
の
誤
り
）
二
年
爲
元
和
元

年
、
正
月
二
日
昧
爽
以
前
、
大
辟
罪
已
下
、
常
赦
所
不
原
者
、
咸
赦
除
之
」

（『
唐
大
詔
令
集
』
巻
五
「
改
元
元
和
赦
」）
と
あ
る
よ
う
に
、
永
貞
二
年
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は
正
月
一
日
の
僅
か
一
日
だ
け
存
在
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
年
の
途
中

で
即
位
し
た
皇
帝
に
と
っ
て
翌
年
の
正
月
が
本
人
の
元
年
と
な
る
が
、
年

を
踰こ

え
な
い
で
皇
帝
が
崩
御
し
た
場
合
に
は
、
未み

踰ゆ

年ね
ん

之の

君き
み

と
い
っ
て
正

規
の
皇
帝
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
無
事
翌
年
の
正
月
を
迎

え
た
皇
帝
は
踰
年
之
君
と
い
う
。
後
漢
で
は
北
郷
侯
が
即
位
し
た
年
の
う

ち
に
亡
く
な
っ
て
お
り
（
在
位
一
二
五
）、
皇
帝
と
し
て
は
扱
わ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
同
じ
幼
帝
で
も
、
殤
帝
（
在
位
一
〇
五
～
一
〇
六
）・
沖

帝
（
在
位
一
四
四
～
一
四
五
）・
質
帝
（
在
位
一
四
五
～
一
四
六
）
の
三

名
は
踰
年
之
君
で
あ
り
、
皇
帝
の
謚
号
で
呼
ば
れ
て
い
る（
３
）。
順
宗
と
は
祖

先
の
位
牌
で
あ
る
神し
ん

主し
ゅ

の
称
号
の
廟
号
で
あ
り
、
正
規
の
皇
帝
と
し
て
扱

わ
れ
て
い
る（
４
）。

順
宗
は
間
も
な
く
元
和
元
年
正
月
一
八
日
に
崩
御
し
て
お

り
、
当
時
政
治
的
に
憲
宗
に
対
抗
し
得
る
存
在
で
は
な
か
っ
た
。
元
和
元

年
へ
の
改
元
を
正
月
二
日
と
し
た
の
は
、
順
宗
を
踰
年
之
君
と
し
て
正
規

の
皇
帝
と
し
て
扱
う
た
め
の
憲
宗
側
の
配
慮
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ

ま
り
、「
永
貞
」
と
い
う
年
号
は
順
宗
の
年
号
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

初
め
に
述
べ
た
曹
魏
の
景
初
三
年
の
事
例
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

三　

睿
宗
の
譲
位

　

高
祖
─
太
宗
と
玄
宗
─
粛
宗
及
び
順
宗
─
憲
宗
と
の
間
に
あ
る
、
睿
宗

─
玄
宗
の
譲
位
の
事
情
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
睿
宗
（
在
位
七
一
〇
～

七
一
二
）
は
兄
の
中
宗
（
在
位
七
〇
五
～
七
一
〇
）
と
共
に
、
高
宗
（
在

位
六
四
九
～
六
八
三
）
と
則
天
武
后
と
の
間
の
子
で
あ
る
。
弘
道
元
年

（
六
八
三
）
一
二
月
に
高
宗
が
洛
陽
で
崩
御
し
た
後
に
中
宗
が
即
位
し
、

翌
年
正
月
元
日
に
は
嗣
聖
（
六
八
四
）
と
改
元
し
た
。
し
か
し
、
高
宗
崩

御
時
か
ら
則
天
武
后
が
臨
朝
称
制
し
て
政
治
の
実
権
を
握
り（
５
）、
二
月
六
日

戊
午
に
中
宗
は
武
后
に
よ
っ
て
廃
位
さ
れ
、
翌
日
の
七
日
己
未
に
弟
の
睿

宗
が
即
位
し
て
文
明
（
六
八
四
）
と
改
元
し
た
。
し
か
し
、
天
授
元
年

（
六
九
〇
）
に
武
后
は
中
国
史
上
唯
一
の
女
性
皇
帝
と
し
て
周
王
朝
（
武

周
）
を
開
き
、
睿
宗
は
廃
位
さ
れ
て
皇
嗣
と
い
う
地
位
に
落
と
さ
れ
た
。

皇
嗣
と
は
皇
太
子
に
代
わ
る
名
目
的
な
帝
位
継
承
者
の
意
味
に
解
し
て
良

い
で
あ
ろ
う
。
文
明
以
後
、
光
宅
（
六
八
四
）・
垂
拱
（
六
八
五
～

六
八
八
）・
永
昌
（
六
八
九
）・
載
初
（
六
九
〇
）、
そ
し
て
天
授
（
六
九
〇

～
六
九
二
）
と
武
后
は
頻
繁
に
改
元
す
る
が
、
載
初
ま
で
は
建
前
上
で
は

睿
宗
の
年
号
で
あ
る
。
中
宗
が
皇
太
子
に
返
り
咲
く
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）

ま
で
中
宗
の
最
初
の
年
号
の
嗣
聖
で
通
す
年
表
も
あ
る
が
、
武
后
の
称
制

及
び
周
に
お
け
る
統
治
を
認
め
な
い
立
場
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
廃
位
さ

れ
た
中
宗
は
嗣
聖
元
年
二
月
に
洛
陽
で
幽
閉
さ
れ
て
廬
陵
王
と
さ
れ
、
四

月
に
均
州
（
湖
北
省
均
県
）、
翌
垂
拱
元
年
三
月
に
さ
ら
に
房
州
（
湖
北

省
房
県
）
に
流
さ
れ
、
皇
太
子
と
し
て
聖
暦
元
年
（
六
九
八
）
三
月
に
洛
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陽
に
戻
る
ま
で
房
州
に
軟
禁
さ
れ
た
。な
お
、武
后
は
洛
陽
を
神
都
と
し
、

武
周
朝
の
首
都
と
し
て
い
た
。

　

武
后
が
中
宗
を
皇
太
子
と
し
た
こ
と
は
、
自
分
の
後
は
武
氏
一
族
に
継

が
せ
ず
唐
室
の
李
氏
に
政
権
を
返
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
後
の
在
位

中
の
武
后
の
動
き
は
、
中
宗
の
地
位
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
中
心
と
し
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
病
臥
中
の
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
正
月
に
桓

彦
範
・
敬
暉
ら
五
名
に
よ
っ
て
宮
中
（
上
陽
宮
）
に
幽
閉
、
退
位
さ
せ
ら

れ
た
。
桓
彦
範
ら
は
中
宗
を
皇
帝
に
復
位
さ
せ
た
功
績
で
、
い
ず
れ
も
郡

王
の
爵
位
を
与
え
ら
れ
て
五
王
と
呼
ば
れ
る
。
彼
等
は
武
氏
一
族
の
勢
力

削
減
を
中
宗
に
進
言
し
た
が
容
れ
ら
れ
ず
、
次
第
に
巻
き
返
し
た
武
氏
勢

力
に
よ
っ
て
左
遷
さ
れ
、全
員
そ
の
途
中
で
殺
さ
れ
る
か
現
地
で
没
し
た
。

武
后
自
身
は
中
宗
を
後
継
者
と
し
た
が
、
そ
れ
に
不
満
を
持
つ
武
氏
一
族

の
武
后
没
後
の
動
き
を
心
配
し
て
五
王
は
早
期
の
中
宗
復
位
を
図
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。し
か
し
、中
宗
は
凡
庸
な
皇
帝
で
あ
っ
た
よ
う
で
、『
旧
唐
書
』

の
列
伝
を
通
読
す
る
と
、
五
王
の
み
な
ら
ず
そ
の
他
の
官
僚
の
進
言
に
も

多
く
は
耳
を
貸
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る（
６
）。

　

中
宗
が
房
州
に
流
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
弟
の
睿
宗
は
終

始
洛
陽
に
在
っ
て
、
身
に
危
険
が
及
ば
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払
っ

た
。
武
后
に
と
っ
て
は
、
兄
の
中
宗
は
身
辺
か
ら
遠
ざ
け
て
も
問
題
な
い

が
、
弟
の
睿
宗
は
身
辺
に
置
い
て
監
視
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
。
凡
庸
な
中
宗
に
対
し
て
非
凡
な
睿
宗
、
と
い
う
印
象
は
中
宗
の
韋

皇
后
も
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）
六
月
に
韋

后
は
中
宗
を
毒
殺
し
、
己
れ
と
は
異
腹
の
中
宗
の
子
で
あ
る
温
王
重
茂
を

皇
帝
に
立
て
、自
分
の
女む
す
めの

安
楽
公
主
を
前
代
未
聞
の
皇
太
女
に
据
え
る
、

と
い
う
暴
挙
に
出
る
。
中
宗
と
韋
后
と
の
間
の
唯
一
の
男
子
で
あ
る
懿
徳

太
子
重
潤
は
、
既
に
武
后
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
て
い
た（
７
）。

韋
后
の
中
宗
毒
殺

は
武
后
の
専
権
と
並
べ
て
武
韋
の
禍
、或
い
は
女
禍
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、

目
前
に
い
た
武
后
の
行
動
に
刺
戟
を
受
け
た
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、

中
宗
在
位
の
ま
ま
で
は
い
ず
れ
睿
宗
に
皇
帝
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
る
、
と

い
う
危
機
感
が
韋
后
の
暴
挙
の
背
後
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

こ
の
危
機
を
救
っ
た
の
が
睿
宗
の
三
男
の
臨
淄
郡
王
李
隆
基
（
玄
宗
）

で
、
ク
ー
デ
タ
を
起
こ
し
て
韋
后
及
び
安
楽
公
主
を
誅
殺
し
た
。
年
号
を

中
心
に
そ
の
経
緯
を
細
か
く
見
る
と
、
景
龍
四
年
六
月
二
日
壬
午
に
中
宗

は
毒
殺
さ
れ
て
七
日
丁
亥
に
少
帝
（
温
王
重
茂
）
が
即
位
し
、
四
日
甲
申

に
韋
后
が
臨
朝
摂
政
し
唐
隆
と
改
元
し
て
大
赦
し
た
。
後
に
唐
隆
は
玄
宗

の
登
場
を
暗
示
し
た
年
号
と
も
評
さ
れ
た
。
二
〇
日
庚
子
に
韋
后
一
派
が

倒
さ
れ
る
と
、
二
四
日
甲
辰
に
少
帝
は
廃
位
さ
れ
、
当
日
に
睿
宗
が
即
位

し
て
大
赦
し
た
。
翌
月
の
七
月
二
〇
日
己
巳
に
、
平
王
と
な
っ
て
い
た
玄

宗
が
皇
太
子
と
な
り
、
睿
宗
は
景
雲
と
改
元
し
て
大
赦
し
た
。
少
帝
廃
位

の
儀
式
の
時
の
主
動
者
は
、
武
后
所
生
で
中
宗
・
睿
宗
の
き
ょ
う
だ
い
と
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な
る
太
平
公
主
で
あ
っ
た
が
、
太
平
公
主
は
武
后
似
と
も
評
さ
れ
、
そ
の

後
は
皇
太
子
の
玄
宗
と
太
平
公
主
・
睿
宗
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
て
く
る
。

二
年
後
の
正
月
に
は
太
極
元
年
（
七
一
二
）、
五
月
に
延
和
元
年
と
改
元

し
た
が
、
睿
宗
は
太
平
公
主
の
献
策
で
八
月
に
玄
宗
に
譲
位
し
た
。
た
だ

し
、
睿
宗
自
身
は
太
上
皇
帝
を
名
乗
り
、
三
品
以
上
の
高
官
の
任
免
と
死

刑
の
決
定
権
そ
の
他
の
重
要
な
政
務
は
睿
宗
が
決
定
し
、
睿
宗
が
朕
と
称

し
て
玄
宗
は
予
と
称
し
、
正
殿
で
あ
る
太
極
殿
で
睿
宗
が
臣
下
に
会
い
、

皇
太
子
用
の
武
徳
殿
で
玄
宗
が
臣
下
に
会
う
と
い
う
、
太
上
皇
帝
の
存
在

を
皇
帝
の
上
に
置
く
こ
と
を
露
骨
に
明
示
す
る
処
置
が
な
さ
れ
た
。
お
そ

ら
く
外
交
権
も
睿
宗
が
握
っ
て
い
た（
８
）。そ

し
て
、皇
帝
の
命
令
で
あ
る
制
・

敕
の
上
に
、
太
上
皇
帝
の
行
政
用
語
と
し
て
の
誥
を
制
定
し
た
。
太
上
皇

帝
と
い
う
地
位
は
睿
宗
の
一
代
限
り
で
、玄
宗
・
順
宗
は
太
上
皇
を
名
乗
っ

た
が
、
行
政
用
語
の
誥
は
そ
の
ま
ま
残
り
、
前
述
の
よ
う
に
永
貞
の
年
号

は
順
宗
の
誥
で
発
布
さ
れ
た
。
玄
宗
は
八
月
三
日
庚
子
に
即
位
し
、
七
日

甲
辰
に
は
先
天
と
改
元
し
て
大
赦
し
た
。
睿
宗
即
位
時
に
廃
さ
れ
た
少
帝

（
温
王
重
茂
）
は
、
景
雲
二
年
（
七
一
一
）
に
襄
王
に
改
封
さ
れ
て
集
州

（
四
川
省
巴
中
市
南
江
県
）
に
遷
さ
れ
、
兵
五
百
人
に
守
衛
さ
れ
た
。
開

元
二
年
（
七
一
四
）
に
房
州
刺
史
に
転
じ
、
父
の
中
宗
の
流
謫
の
地
で
間

も
な
く
薨
じ
た
。
一
七
歳
の
不
遇
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
一
度
皇
帝
に
擬
せ

ら
れ
た
人
物
の
そ
の
後
の
生
涯
は
概
し
て
悲
惨
で
あ
る
。

四　

開
元
へ
の
改
元

　

当
初
、
玄
宗
の
朝
廷
で
は
太
平
公
主
一
派
の
宰
相
が
主
流
を
占
め
て
お

り
、
翌
年
の
先
天
二
年
の
七
月
に
は
皇
帝
の
玄
宗
自
身
が
ク
ー
デ
タ
を
起

こ
し
、
太
平
公
主
一
派
の
宰
相
を
粛
清
し
て
公
主
に
死
を
賜
わ
っ
た
。
す

る
と
、
睿
宗
は
「
無
為
に
志
を
養
う
」
と
称
し
て
、
政
権
の
一
切
を
玄
宗

に
返
上
し
た
。
睿
宗
は
開
元
四
年
（
七
一
六
）
六
月
に
崩
御
し
た
が
、
玄

宗
が
洛
陽
に
行
幸
し
て
祖
母
の
則
天
武
后
の
政
治
的
象
徴
で
あ
る
明
堂
等

を
破
却
し
た
り
し
て
、
武
后
の
政
治
を
否
定
す
る
よ
う
な
行
動
に
出
る
の

は
翌
年
の
開
元
五
年
以
降
の
こ
と
で
あ
る（
９
）。

よ
っ
て
、
政
権
を
返
上
し
た

と
は
い
っ
て
も
、
睿
宗
の
存
在
に
は
依
然
大
き
な
も
の
が
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。
そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
先
天
二
年
一
二
月
一
日
に
年
号
が
開

元
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
粛
宗
の
よ
う
に
自
分

の
即
位
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
即
位
時
に
改
元
す
る
の
が
普
通
で
あ

る
。
一
方
、
譲
位
し
た
先
帝
の
存
在
を
尊
重
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
太
宗
の

よ
う
に
踰
年
改
元
す
れ
ば
良
い
。
さ
き
に
見
た
憲
宗
の
正
月
二
日
の
改
元

も
、
永
貞
の
年
号
を
越
年
さ
せ
て
、
先
帝
の
順
宗
を
踰
年
之
君
と
す
る
配

慮
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
玄
宗
の
一
二
月
の
改
元

は
新
年
を
迎
え
る
僅
か
一
箇
月
前
の
こ
と
で
、
踰
年
改
元
を
避
け
よ
う
と



唐帝の譲位時における改元について─ 45 ─

す
る
玄
宗
の
意
図
の
存
在
を
そ
こ
に
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。こ
の
点
は
、

太
平
公
主
の
打
倒
及
び
睿
宗
の
引
退
直
後
に
玄
宗
が
改
元
し
な
か
っ
た
の

は
な
ぜ
か
、
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。
そ
こ
で
先
天
二
年
七
月
以
降
、

一
二
月
の
改
元
に
至
る
ま
で
の
過
程
を
検
討
し
て
み
た
い
。
以
下
の
記
述

は
主
に
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
〇
に
拠
る
。

　

私
が
注
目
し
た
い
の
は
、
一
〇
月
の
軍
事
訓
練
で
あ
る
。
玄
宗
は
、

一
三
日
癸
卯
に
は
驪
山
の
下
で
徴
兵
二
十
万
を
動
員
し
、
旌
旗
が
五
十
餘

里（
一
里
は
五
百
米
程
）も
連
な
り
亘
る
、と
い
う
大
規
模
な
講
武
を
行
っ

た
。
そ
の
時
に
軍
容
不
整
を
理
由
に
兵
部
尚
書
郭
元
振
を
斬
ろ
う
と
し
た

が
、
宰
相
の
劉
幽
求
と
張
説
と
の
説
得
で
流
罪
に
止
め
た
。
し
か
し
、
給

事
中
・
知
礼
儀
事
の
唐
紹
は
「
其
制
軍
禮
不
肅
」
と
い
う
理
由
で
斬
ら
れ

た
。時
の
二
大
臣
が
罪
を
得
た
こ
と
で
、諸
軍
は
震
え
上
が
っ
た
と
い
う
。

も
っ
と
も
、
玄
宗
は
「
威
を
立
て
る
こ
と
を
欲
し
た
が
」
唐
紹
を
斬
る
意

思
は
な
く
、
さ
っ
さ
と
宣
敕
し
て
唐
紹
を
斬
っ
た
金
吾
衛
将
軍
李
邈
は
免

官
の
上
、
終
身
廃
棄
、
即
ち
二
度
と
任
官
さ
れ
な
い
と
い
う
庶
人
の
地
位

に
落
と
さ
れ
た
。
李
邈
は
唐
紹
を
嫌
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
翌
日
の

一
四
日
に
は
、
玄
宗
は
驪
山
の
東
の
渭
川
で
猟
を
し
た
。
猟
は
巻
狩
り
の

田
猟
（
畋
猟
）
で
、
講
武
よ
り
小
規
模
の
軍
事
訓
練
と
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
渭
川
の
東
に
あ
る
同
州
の
刺
史
姚
元
之
を
宰
相
に
し
よ
う

と
し
、
中
使
（
皇
帝
身
辺
の
使
者
、
宦
官
）
を
遣
わ
し
て
行
在
に
召
し
た
。

姚
元
之
が
到
著
す
る
と
、
猟
の
最
中
で
あ
っ
た
が
そ
の
場
で
兵
部
尚
書
・

同
中
書
門
下
三
品
と
し
た
。
兵
部
尚
書
は
前
日
に
流
罪
に
な
っ
た
郭
元
振

の
就
い
て
い
た
官
で
あ
る
。張
説
等
は
こ
の
人
事
に
は
反
対
で
あ
っ
た
が
、

玄
宗
は
押
し
切
っ
た（

（1
（

。
姚
元
之
は
、
玄
宗
朝
初
期
の
名
宰
相
と
し
て
活
躍

し
、張
説
も
優
れ
た
宰
相
で
あ
っ
た
が
、二
人
の
対
立
は
そ
の
後
も
続
い
た
。

　

姚
元
之
の
人
事
の
手
続
き
は
極
め
て
異
例
で
あ
る
。
五
品
以
上
の
高
官

を
任
命
す
る
場
合
、
通
常
で
あ
れ
ば
中
書
省
で
原
案
を
作
り
、
門
下
省
で

審
査
し
て
異
論
が
あ
れ
ば
中
書
省
に
差
し
戻
し
（
封
駁
・
封
還
）、
最
終

的
に
人
事
が
固
ま
れ
ば
尚
書
省
で
辞
令
で
あ
る
告
身
を
作
成
し
て
本
人
に

通
知
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
時
は
以
上
の
三
省
を
通
さ
ず
に
玄
宗
個
人

の
判
断
、
悪
く
言
え
ば
独
断
で
姚
元
之
の
人
事
を
断
行
し
て
い
る
。
姚
元

之
は
開
元
初
め
に
年
号
と
の
重
な
り
を
避
け
て
名
を
姚
崇
と
改
め
、
後
の

宋
璟
と
開
元
の
治
の
名
宰
相
と
し
て
並
び
称
さ
れ
た
が
、
開
元
九
年

（
七
二
一
）
に
薨
去
し
た
。
同
州
に
は
唐
の
行
宮
も
存
在
し
て
お
り（

（1
（

、

一
〇
月
一
三
日
以
降
玄
宗
は
初
め
長
安
東
郊
の
驪
山
の
講
武
で
皇
帝
と
し

て
の
威
を
示
し
、
翌
日
に
は
さ
ら
に
東
に
行
っ
て
渭
川
で
猟
を
行
い
、
そ

の
場
で
お
そ
ら
く
当
日
に
泊
ま
る
こ
と
に
な
る
同
州
の
刺
史
の
姚
元
之

（
姚
崇
）
を
抜
擢
し
、
張
説
ら
の
異
論
を
無
視
し
て
即
決
し
て
宰
相
に
任

命
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
行
動
は
、
事
前
に
綿
密
に
計
画
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
統
治
後
半
の
天
宝
年
間
（
七
四
二
～
七
五
六
）
と
は
相
違
し
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て
、
こ
の
時
期
の
玄
宗
は
非
凡
な
君
主
で
あ
っ
た
。
張
説
・
姚
崇
・
唐
紹

は
、
玄
宗
の
太
平
公
主
一
派
粛
清
の
時
に
は
い
ず
れ
も
玄
宗
側
の
功
労
者

で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
箇
月
半
経
っ
た
一
二
月
一
日
庚
寅
に
、
玄
宗
は
大
赦
し
て

開
元
と
改
元
し
た
。
同
時
に
、
長
安
の
あ
る
雍
州
を
京
兆
府
、
洛
陽
の
あ

る
洛
州
を
河
南
府
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
長
官
の
長
史
を
尹
、
次
官
の
司
馬
を

少
尹
と
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
妹
尾
達
彦
氏
が
次
の
よ
う
な
興
味
深

い
指
摘
を
し
て
い
る
。
妹
尾
氏
に
依
れ
ば
、
長
安
の
京
師
に
対
し
て
洛
陽

を
陪
京
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
張
暐
が
大
理
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
先

天
二
年
七
月
一
九
日
に
始
ま
る（『
全
唐
文
』巻
二
〇
・
玄
宗「
封
張
暐
制
」）。

張
暐
は
、
臨
淄
郡
王
で
あ
っ
た
玄
宗
の
潞ろ

州し
ゅ
う（

山
西
省
長
治
県
）
別
駕
時

代
以
来
の
旧
知
の
人
物
で
、
先
天
元
年
に
玄
宗
が
即
位
し
た
時
に
太
平
公

主
に
備
え
る
よ
う
に
説
い
て
公
主
に
知
ら
れ
、
睿
宗
に
よ
っ
て
嶺
南
の
峯

州
に
流
さ
れ
て
い
た
の
が
こ
こ
で
抜
擢
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌

月
の
八
月
に
は
権か
り

に
兼
雍
州
長
史
を
加
え
ら
れ
、
さ
ら
に
一
二
月
に
雍
州

が
京
兆
府
と
な
る
と
京
兆
尹
に
な
っ
た
。
妹
尾
氏
に
依
れ
ば
、
玄
宗
が
洛

陽
を
陪
京
と
し
た
こ
と
に
は
、
洛
陽
が
京
師
の
長
安
を
補
助
す
る
立
場
に

あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
政
治
的
意
図
が
あ
っ
た
。
則
天
武
后

が
称
制
を
開
始
す
る
六
八
四
年
に
神
都
と
し
て
以
来
、
二
十
年
以
上
も
洛

陽
は
唐
か
ら
周
（
武
周
）
の
政
治
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
玄
宗
は
長
安
に

還
都
し
て
洛
陽
を
政
治
的
拠
点
と
し
た
勢
力
を
抑
制
し
、
高
祖
・
太
宗
以

来
の
長
安
を
中
心
と
す
る
中
央
政
治
を
推
進
し
て
、
後
代
に
「
開
元
の
治
」

と
称
せ
ら
れ
る
長
安
の
復
興
計
画
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
（
註

〈
12
〉
所
掲
「
陪
京
的
成
立
」
二
八
九
～
二
九
一
頁
）。
な
お
、
太
平
公

主
は
武
氏
に
嫁
し
て
い
る
が
、
先
天
二
年
に
倒
さ
れ
た
公
主
一
派
の
中
に

は
武
氏
一
族
の
者
は
い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
睿
宗
即
位
時
ま
で
に
は
武
氏

一
族
は
退
潮
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
妹
尾
氏
の
指
摘
の
上
に
、
睿
宗
崩
御
後
に
玄
宗
が
洛
陽
に
お
け

る
武
后
の
政
治
的
象
徴
の
破
却
を
本
格
化
さ
せ
た
、
と
い
う
前
述
の
私
の

解
釈
を
無
理
な
く
接
合
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
逆
に
言
え
ば
、
先
天
二

年
七
月
の
太
平
公
主
打
倒
以
後
の
政
治
過
程
は
、
開
元
五
年
以
降
の
玄
宗

の
動
き
の
先
蹤
で
あ
っ
た
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
七
月
の
張
暐
の
抜

擢
、
一
〇
月
の
講
武
と
猟
、
猟
に
お
け
る
姚
元
之
（
姚
崇
）
の
抜
擢
へ
と

進
み
、
一
二
月
一
日
の
開
元
へ
の
改
元
に
至
る
の
で
あ
る
。
新
年
を
迎
え

る
僅
か
一
箇
月
前
に
年
号
を
開
元
と
改
め
た
こ
と
は
、
ク
ー
デ
タ
を
行
っ

て
親
政
を
確
立
し
た
年
の
内
に
、
そ
の
象
徴
で
あ
る
改
元
を
実
施
し
よ
う

と
し
た
玄
宗
の
決
意
の
表
明
で
あ
っ
た
、
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
そ
れ
は
、
七
月
に
洛
陽
を
陪
京
と
し
て
か
ら
四
箇
月
以
上
も
後
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
次
節
に
見
る
よ
う
に
、
睿
宗
に
近
い
臣
下
の
存
在
に
は

な
お
無
視
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
先
天
も
、
結
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局
は
睿
宗
の
年
号
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

五　

玄
宗
・
姚
崇
と
張
説
・
郭
元
振

　

以
上
述
べ
た
点
に
関
連
し
て
、
妹
尾
達
彦
氏
か
ら
唐
雯
氏
の
「
唐
国
史

中
的
史
実
遮
蔽
与
形
象
建
構

─
以
玄
宗
先
天
二
年
政
変
書
写
為
中
心
」（『
中

国
社
会
科
学
』
二
〇
一
二
年
第
三
期
）
の
提
供
を
受
け
た
。
唐
氏
は
張
説

の
「
兵
部
尚
書
國マ

公マ

（
代
國
公
）
贈
少
保
郭
公
行
状
」（『
文
苑
英
華
』
巻

九
七
二
）
を
引
い
て
、
私
の
述
べ
た
点
と
も
関
わ
る
当
時
の
政
治
情
勢
の

分
析
を
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
重
要
な
一
文
を
紹
介
し
て
い

る
。

會
太
平
公
主
・
竇
懷
貞
潛
結
凶
黨
、
謀
廢
皇
帝
。
睿
宗
猶
豫
不
決
、

諸
相
皆
阿
諛
順
旨
、
惟
公
廷
爭
不
受
詔
。
及
擧
兵
、
誅
竇
懷
貞
等
、

宮
城
大
亂
、
睿
宗
歩
肅
章
門
觀
變
。
諸
相
皆
竄
外
省
、
公
獨
登
奉
天

門
樓
躬
侍
。
睿
宗
聞
東
宮
兵
至
、
將
欲
投
于
樓
下
、
公
親
扶
聖
躬
、

敦
勸
乃
止
。
及
上
即
位
、
宿
中
書
十
四
日
、
獨
知
政
事
。

一
行
目
の
皇
帝
は
も
ち
ろ
ん
玄
宗
で
あ
る
が
、
文
脈
か
ら
「
不
受
詔
」
の

「
詔
」
は
太
上
皇
帝
で
あ
る
睿
宗
の
誥
で
あ
る
。
ま
た
、
当
時
睿
宗
が
太

極
宮
に
い
て
玄
宗
は
本
来
皇
太
子
の
居
住
す
る
武
徳
宮
に
い
た
の
で
、
東

宮
兵
と
い
う
の
は
玄
宗
側
の
兵
の
こ
と
で
あ
る
。

　

唐
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
以
上
の
文
か
ら
次
の
よ
う
な
事
実
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
る
。太
平
公
主
と
玄
宗
と
の
対
立
が
厳
し
く
な
っ
た
時
、

睿
宗
は
玄
宗
を
廃
そ
う
と
す
る
公
主
の
企
て
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
。
あ

る
い
は
、
睿
宗
に
も
積
極
的
な
意
思
の
あ
っ
た
の
を
、
張
説
の
行
状
で
は

抑
制
し
て
記
述
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
ま
た
、
玄
宗
側
が
挙
兵
し

た
時
に
郭
元
振
が
睿
宗
に
近
侍
し
、
奉
天
門
か
ら
身
を
投
げ
よ
う
と
す
る

睿
宗
を
押
し
止
め
た
こ
と
。
そ
れ
だ
け
睿
宗
と
郭
元
振
と
の
関
係
は
近

か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
郭
元
振
は
事
態
が
収
ま
っ
た
後
に
、
中
書
省

に
十
四
日
間
宿
直
し
て
独
り
で
政
事
を
知ち

し
た（

（1
（

。
行
状
に
拠
れ
ば
、
こ
の

時
の
郭
元
振
の
官
職
は
金
紫
光
禄
大
夫
・
兵
部
尚
書
・
知
政
事
、
及
び
元

帥
で
あ
っ
た
。
元
帥
と
い
う
の
は
、
そ
の
前
に
受
け
た
朔
方
道
行
軍
大
総

管
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。「
宿
中
書
十
四
日
、
獨
知
政
事
」
と
い
う
彼
の

行
動
は
、
知
政
事
の
権
限
を
行
使
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
太
平
公
主
一
派
を
誅
滅
し
て
も
玄
宗
が
直
ち
に
実
権
を
握
っ
た
わ

け
で
は
な
く
、
睿
宗
に
近
い
郭
元
振
が
一
時
睨
み
を
利
か
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　

前
節
で
は
、
そ
の
後
一
〇
月
一
三
日
に
玄
宗
の
行
っ
た
講
武
の
こ
と
を

述
べ
た
が
、
玄
宗
は
そ
の
時
に
軍
容
不
整
を
理
由
に
郭
元
振
を
斬
ろ
う
と

し
た
。
唐
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
旌
旗
が
二
十
数
キ
ロ
も
連
な
る
ぶ
っ

つ
け
本
番
の
大
規
模
な
講
武
で
あ
れ
ば
、
軍
容
不
整
は
起
こ
り
得
る
こ
と
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で
あ
ろ
う
。
唐
紹
は
そ
の
ど
さ
く
さ
で
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
そ

れ
を
理
由
に
郭
元
振
を
切
る
と
い
う
の
は
、
皇
帝
の
「
威
を
立
て
る
」
つ

ま
り
権
威
を
見
せ
つ
け
る
た
め
の
示
威
で
あ
っ
た
で
あ
る
。
行
状
を
書
い

た
こ
と
か
ら
も
、
張
説
と
郭
元
振
と
の
関
係
は
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
姚
崇
の
任
官
に
張
説
が
強
く
反
対
し
た
こ
と
に
も
、
張
説
と

郭
元
振
と
の
近
さ
が
感
じ
取
れ
る
。
張
説
は
睿
宗
と
も
近
か
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

　
『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
〇
・
開
元
元
年
（
七
一
三
）
條
に

十
二
月
庚
寅
、
赦
天
下
、
改
元
。
…
…
壬
寅
、
以
姚
元
之
兼
紫
微
令
、

元
之
避
開
元
尊
號
、
復
名
崇
。
…
…
姚
崇
既
爲
相
、
紫
微
令
張
説
懼
、

乃
潛
詣
岐
王
申
款
。
他
日
、
崇
對
於
便
殿
、
行
微
蹇
。
上
問
、
有
足

疾
乎
。
對
曰
、
臣
有
腹
心
之
疾
、
非
足
疾
也
。
上
問
其
故
。
對
曰
、

岐
王
陛
下
愛
弟
、
張
説
爲
輔
臣
、
而
密
乘
車
入
王
家
、
恐
爲
所
誤
、

故
憂
之
。
癸
丑
、
説
左
遷
相
州
刺
史
。

と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、
玄
宗
・
姚
崇
と
張
説
と
の
対
立
が
明
瞭
に
把
握

で
き
る（

（1
（

。
郭
元
振
は
講
武
の
際
に
新
州
（
広
東
省
）
に
流
罪
と
な
っ
た
が
、

張
説
の
行
状
に
は

未
至
、
屬
開
元
元
年
冊
尊
号
赦
曰
、
元
振
往
立
大
功
、
保
護
於
朕
。

頃
因
閲
武
、
頗
失
軍
容
、
責
情
放
逐
、
將
收
后
效
、
可
饒
州
司
馬
。

未
至
、
卒
於
道
、
時
年
五
十
八
。

と
あ
る
。
こ
の
文
の
「
元
振
…
…
司
馬
」
の
部
分
は
『
唐
大
詔
令
集
』
巻

四
・
蘇
頲
「
改
元
開
元
元
年
大
赦
天
下
制
」
の
一
部
で
あ
り
、
尊
号
と
い

う
の
は
こ
こ
で
は
開
元
の
年
号
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
皇
帝
の
徽
号
の
こ
と

で
は
な
い
。
ま
た
、「
將
收
后
效
」
は
、
玄
宗
を
保
護
す
る
大
功
の
あ
っ

た
郭
元
振
に
は
今
後
の
貢
献
が
期
待
で
き
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
新
州
に
到
著
す
る
前
に
改
元
赦
の
優
渥
で
郭
元
振
の
処
分

は
流
罪
か
ら
州
司
馬
へ
の
左
遷
に
緩
和
さ
れ
た
の
で
あ
る
。彼
は
饒
州（
江

西
省
）
に
行
き
著
く
前
に
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
が
、
一
二
月
の
改
元
に
は

こ
の
間
の
官
僚
の
処
分
を
軽
減
す
る
效
果
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

六　

お
わ
り
に

　

以
上
、
唐
代
の
譲
位
に
お
け
る
改
元
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
特
に
憲
宗

の
元
和
へ
の
改
元
が
正
月
二
日
に
行
わ
れ
た
理
由
と
、
玄
宗
の
開
元
へ
の

改
元
が
一
二
月
に
行
わ
れ
た
理
由
と
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
前
者
に

は
順
宗
の
在
位
期
間
を
即
位
翌
年
の
正
月
一
日
ま
で
延
ば
す
こ
と
に
よ
っ

て
、順
宗
が
未
踰
年
之
君
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
狙
い
が
あ
る
と
考
え
た
。

憲
宗
に
は
、
或
い
は
自
分
が
簒
奪
者
の
よ
う
な
立
場
に
見
ら
れ
る
こ
と
を

防
ぐ
狙
い
も
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
後
者
の
場
合
、
そ
の
発
端
が
先

天
二
年
七
月
の
太
平
公
主
一
派
の
粛
清
に
あ
る
こ
と
か
ら
問
題
は
よ
り
複
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雑
で
あ
り
、
則
天
武
后
の
退
位
を
淵
源
と
す
る
玄
宗
と
太
平
公
主
と
の
対

立
を
軸
に
、
一
二
月
の
改
元
を
長
期
間
の
政
治
闘
争
の
帰
結
と
し
て
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
た
。
諸
史
料
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
間
の

政
局
の
動
き
は
よ
り
精
密
に
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
「
木
を
見
て
森
を
見
ず
」
と
い
う
諺
が
あ
り
、
歴
史
学
で
は
細
部
に
捉

わ
れ
て
大
局
を
見
通
せ
な
い
研
究
な
ど
に
批
判
的
に
使
わ
れ
る
。
し
か
し

西
洋
の
美
術
・
建
築
学
で
は
「
神
は
細
部
に
宿
る
」
と
い
う
成
句
が
あ
り
、

キ
リ
ス
ト
教
芸
術
で
も
そ
の
細
部
に
は
そ
れ
以
前
の
異
教
的
要
素
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
細
部
の
大
切
な
所
を
忽
せ
に
す
べ

き
で
な
い
、
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
い
つ
改
元
す
る

か
と
い
う
一
見
些
細
な
問
題
も
、
丹
念
に
見
て
い
く
と
政
治
史
上
の
重
要

な
一
駒
を
掘
り
起
こ
す
手
懸
り
と
も
な
り
得
る
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら

本
稿
を
参
照
し
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（１
）	

拙
稿
「
中
国
皇
帝
の
譲
位
と
元
号
」、
加
藤
陽
子
編
『
天
皇
は
い
か
に
受
け
継
が

れ
た
か

─
天
皇
の
身
体
と
皇
位
継
承
』
所
収
、
績
文
堂
出
版
、
二
〇
一
九
年
。

（
２
）	『
旧
唐
書
』
巻
七
九
・
呂
才
伝
の
貞
観
一
五
年
（
六
四
一
）
以
後
の
條
に
、「
其
叙

宅
經
曰
、（
中
略
）
禮
云
、
嗣
子
位
定
於
初
喪
、
踰
年
之
後
、
方
始
正
號
」
と
あ
り
、

踰
年
称
元
の
論
理
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
禮
」
の
原
典
は
『
春
秋
左

氏
伝
』「
桓
公
・
經
元
年
春
正
月
公
即
位
」
の
杜
預
の
註
「
嗣
子
位
定
於
初
喪
而

改
元
、
必
須
踰
年
者
（
下
略
）」
で
あ
る
。

（
３
）	

因
み
に
、
後
漢
で
唯
一
人
在
位
中
に
廃
位
さ
れ
た
弘
農
王
（
在
位
一
八
九
）
は
、

廃
位
の
故
に
帝
号
を
称
し
て
は
い
な
い
。

（
４
）	

皇
帝
の
謚
号
と
廟
号
と
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
中
国
の
帝
と
宗

─
皇
帝

の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
」『
図
書
』
第
七
五
三
号
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
、
参
照
。

（
５
）	『
旧
唐
書
』
巻
八
七
・
裴
炎
伝
に
「（
弘
道
元
年
、
六
八
三
）
一
二
月
丁
巳
、
高
宗

崩
。
太
子
即
位
、
未
聽
政
、
宰
臣
奏
議
、
天
后
降
令
於
門
下
施
行
」
と
あ
る
。

（
６
）	『
旧
唐
書
』
巻
七
四
・
崔
仁
師
伝
附
崔
湜
伝
・
神
龍
初
年
（
七
〇
五
）
條
に
、

時
桓
彦
範
・
敬
暉
等
既
知
國
政
、
懼
武
三
思
讒
間
、
引
湜
爲
耳
目
、
使
伺
其

動
靜
。
俄
而
中
宗
疏
忌
功
臣
、
於
三
思
恩
寵
漸
厚
、
湜
乃
反
以
桓
・
敬
等
計

議
潛
告
三
思
。（
中
略
）
及
桓
・
敬
等
徙
于
嶺
外
、
湜
又
説
三
思
盡
宜
殺
之
、

以
絶
其
歸
望
。

	

と
あ
り
、
中
宗
が
桓
彦
範
・
敬
暉
等
の
政
治
の
主
導
を
嫌
っ
て
武
氏
一
族
に
接
近

し
た
こ
と
と
、
そ
の
際
に
崔
湜
が
暗
躍
し
た
こ
と
と
を
伝
え
て
い
る
。
崔
湜
は
崔

仁
師
の
孫
で
あ
る
。

（
７
）	『
旧
唐
書
』
巻
七
八
・
張
行
成
伝
附
族
孫
張
易
之
伝
に
「
中
宗
爲
皇
太
子
、
太
子

男
邵
王
重
潤
及
女
弟
永
泰
郡
主
竊
言
二
張
（
張
易
之
・
張
昌
宗
）
專
政
。
易
之
訴

於
則
天
、
付
太
子
自
鞫
問
處
置
、
太
子
並
自
縊
殺
之
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、

懿
徳
太
子
及
び
永
泰
公
主
（
共
に
死
後
の
称
号
）
が
張
易
之
・
張
昌
宗
兄
弟
の
専

横
を
父
の
中
宗
に
訴
え
た
の
に
対
し
、
そ
の
こ
と
が
張
易
之
か
ら
武
后
に
漏
れ
、

中
宗
が
彼
等
を
縊
殺
す
る
と
い
う
残
酷
な
結
末
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
事
実
で
あ
れ

ば
、
武
后
は
皇
太
子
に
返
り
咲
い
た
中
宗
に
も
依
然
と
し
て
圧
力
を
掛
け
て
い
た

の
で
あ
り
、
韋
后
が
そ
う
し
た
中
宗
の
弱
腰
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
よ
う
。

	

　

な
お
、
同
伝
に
は

神
龍
元
年
正
月
、
則
天
病
甚
。
是
月
二
十
日
、
宰
臣
崔
玄
暐
・
張
柬
之
等
起
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羽
林
兵
、
迎
太
子
至
玄
武
門
、
斬
關
而
入
、
誅
易
之
・
昌
宗
於
迎
仙
院
、
並

梟
首
於
天
津
橋
南
、
則
天
遜
居
上
陽
宮
。

	
と
あ
り
、
則
天
武
后
の
幽
閉
に
当
た
っ
て
も
羽
林
軍
の
動
員
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

判
る
。
補
論
参
照
。

（
８
）	

拙
著
『
中
国
古
代
皇
帝
祭
祀
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
）
第
八
章
「
中

国
古
代
の
即
位
儀
礼
と
郊
祀
・
宗
廟
」
四
「
唐
代
の
即
位
儀
礼
」、
四
八
六
～

四
八
八
頁
、
参
照
。

（
９
）	

拙
稿
「
玄
宗
の
祭
祀
と
則
天
武
后
」（
古
瀬
奈
津
子
編
『
東
ア
ジ
ア
の
礼
・
儀
式

と
支
配
構
造
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
参
照
。

（
10
）	『
資
治
通
鑑
』
巻
二
一
〇
・
玄
宗
・
先
天
二
年
（
七
一
三
）
一
〇
月
條
に
は

甲
辰
、
獵
于
渭
川
、
上
欲
以
同
州
刺
史
姚
元
之
爲
相
、
張
説
疾
之
、
使
御
史

大
夫
趙
彦
昭
彈
之
、
上
不
納
。
又
使
殿
中
監
姜
皎
言
於
上
曰
、
陛
下
常
欲
擇

河
東
總
管
而
難
其
人
、
臣
今
得
之
矣
。
上
問
爲
誰
、
皎
曰
、
姚
元
之
文
武
全

才
、
眞
其
人
也
。
上
曰
、
此
張
説
之
意
也
、
汝
何
得
面
欺
、
罪
當
死
。
皎
叩

頭
首
服
。
上
即
遣
中
使
召
元
之
詣
行
在
。
既
至
、
上
方
獵
、
引
見
即
拜
兵
部

尚
書
・
同
中
書
門
下
三
品
。

	

と
あ
る
。
因
み
に
、『
旧
唐
書
』
巻
九
七
・
張
説
伝
に
は

是
歳
（
景
雲
二
年
、
七
一
一
）
二
月
、
睿
宗
謂
侍
臣
曰
、
有
術
者
上
言
、
五

日
内
有
急
兵
入
宮
、
卿
等
爲
朕
備
之
。
左
右
相
顧
莫
能
對
。
説
進
曰
、
此
是

讒
人
設
計
、
擬
搖
動
東
宮
耳
。
陛
下
若
使
太
子
監
國
、
則
君
臣
分
定
、
自
然

窺
覦
路
絶
、
災
難
不
生
。
睿
宗
大
悦
、
即
日
下
制
皇
太
子
監
國
。
明
年
又
制

皇
太
子
即
帝
位
。
俄
而
太
平
公
主
引
蕭
至
忠
・
崔
湜
等
爲
宰
相
、
以
説
爲
不

附
己
、
轉
爲
尚
書
左
丞
、
罷
知
政
事
、
仍
令
往
東
都
留
司
。
説
既
知
太
平
等

陰
懷
異
計
、
乃
因
使
獻
佩
刀
於
玄
宗
、
請
先
事
討
之
、
玄
宗
深
嘉
納
焉
。
及

至
忠
等
伏
誅
、
徴
拜
中
書
令
、
封
燕
國
公
、
賜
實
封
二
百
戸
。

	

と
あ
り
、
こ
の
間
張
説
が
一
貫
し
て
玄
宗
側
に
あ
っ
た
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い

る
。
ま
た
、
張
説
は
姚
崇
に
よ
っ
て
相
州
刺
史
に
左
遷
さ
れ
た
後
は
地
方
官
を
歴

任
し
、
開
元
一
三
年
（
七
二
五
）
の
封
禅
に
尽
力
す
る
な
ど
玄
宗
の
忠
臣
と
し
て

仕
え
た
。

（
11
）	

頼
瑞
和
氏
に
依
れ
ば
（
同
氏
『
唐
代
中
層
文
官
』
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
、

三
六
七
頁
脚
註
③
）、
同
州
に
は
唐
の
行
宮
が
あ
っ
た
。『
元
和
郡
県
図
志
』
巻
二
・

同
州
條
で
は
沙
苑
県
に
も
徳
興
宮
が
あ
る
が
、
朝
邑
県
の
長
春
宮
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
唐
の
皇
帝
が
長
春
宮
に
行
幸
す
る
例
は
よ
く
あ
る
。

（
12
）	

妹
尾
達
彦
著
、
高
兵
兵
・
郭
雪
妮
・
黄
海
静
訳
『
隋
唐
長
安
与
東
亜
比
較
都
城
史
』

（
西
北
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
第
二
部
分　

隋
唐
長
安
与
東
亜
国
際
関
係
・

第
二
章
「
陪
京
的
成
立

─
八
─
一
二
世
紀
東
亜
的
複
都
制
」
二
九
〇
頁
。
こ
の

論
文
は
中
国
語
の
書
き
下
ろ
し
で
、
日
本
語
の
増
補
版
が
「
東
ア
ジ
ア
の
複
都
制

─
六
～
十
三
世
紀
を
中
心
に

─
」と
題
し
て
、妹
尾
達
彦
編
著『
ア
フ
ロ
・
ユ
ー

ラ
シ
ア
大
陸
の
都
市
と
社
会
』（
中
央
大
学
出
版
部
、
二
〇
二
〇
年
）
に
収
録
さ

れ
た
。

（
13
）	

因
み
に
、『
旧
唐
書
』
巻
九
二
・
魏
元
忠
伝
に
は

尋
進
拜
侍
中
、
兼
檢
校
兵
部
尚
書
。
時
則
天
崩
、
中
宗
居
諒
闇
、
多
不
視
事
、

軍
國
大
政
、
獨
委
元
忠
者
數
日
。
未
幾
遷
中
書
令
、
加
授
光
禄
大
夫
、
累
封

齊
國
公
、
監
修
國
史
。

	

と
あ
る
。
本
文
の
張
説
「
行
状
」
で
は
、
太
平
公
主
誅
滅
の
際
に
郭
元
振
が
中
書

省
に
一
四
日
間
宿
直
し
て
独
り
で
政
事
を
知
し
た
の
で
あ
る
が
、
則
天
武
后
の
崩

御
の
際
に
は
諒
闇
に
居
た
中
宗
に
代
わ
っ
て
、
魏
元
忠
が
そ
の
間
の
政
務
を
代
行

す
る
冢
宰
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま
た
魏
元
忠
伝
に
拠
れ
ば
、
武
周
朝
末
期

の
則
天
武
后
の
不
豫
と
な
っ
た
時
に
、
魏
元
忠
は
皇
太
子
の
中
宗
に
政
治
を
行
わ

せ
よ
う
と
謀
っ
た
と
訴
え
ら
れ
、
窮
地
に
陥
っ
た
が
、
張
説
が
武
后
の
前
で
弁
護

し
て
、
魏
元
忠
は
端
州
高
要
尉
に
左
遷
さ
れ
る
に
止
ま
っ
た
。

（
14
）	『
旧
唐
書
』
巻
九
七
・
張
説
伝
に
は
「
俄
而
爲
姚
崇
所
構
、
出
爲
相
州
刺
史
、
仍

充
河
北
道
按
察
使
」
と
あ
る
。
な
お
、
本
文
中
の
『
資
治
通
鑑
』
に
見
え
る
岐
王

は
恵
文
太
子
範
で
あ
る
が
、『
旧
唐
書
』
巻
九
五
・
睿
宗
諸
子
伝
の
恵
文
太
子
範
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伝
で
は
、
睿
宗
の
践
祚
と
共
に
巴
陵
郡
王
か
ら
岐
王
に
進
爵
さ
れ
た
。
ま
た
同
伝

に
は

先
天
二
年
、
從
上
討
竇
懷
貞
・
蕭
至
忠
等
、
以
功
加
賜
實
封
滿
五
千
戸
、
下

制
襃
美
。
開
元
初
、
拜
太
子
少
師
。
…
…
（
開
元
八
年
）
範
好
學
工
書
、
雅

愛
文
章
之
士
、
士
無
貴
賤
、
皆
盡
禮
接
待
。
與
閻
朝
隱
・
劉
庭
琦
・
張
諤
・

鄭
繇
篇
題
唱
和
。
…
…
時
上
禁
約
王
公
不
令
與
外
人
交
結
。
駙
馬
都
尉
裴
虚

己
坐
與
範
遊
讌
、
兼
私
挾
讖
緯
之
書
、
配
徙
嶺
外
。
萬
年
尉
劉
庭
琦
・
太
祝

張
諤
、
皆
坐
與
範
飲
酒
賦
詩
、
黜
庭
琦
爲
雅
州
司
戸
、
諤
爲
山

丞
。
然
上

未
嘗
間
範
、
恩
情
如
初
。
…
…
十
四
年
病
薨
、
上
哭
之
甚
慟
、
輟
朝
三
日
。

…
…
命
工
部
尚
書
攝
太
尉
盧
從
愿
册
贈
王
爲
惠
文
太
子
、
陪
葬
橋
陵
。

	

と
あ
り
、
岐
王
範
は
先
天
二
年
に
は
太
平
公
主
一
派
を
打
倒
す
る
の
に
功
績
を
あ

げ
た
。
し
か
し
玄
宗
が
、
開
元
八
年
（
七
二
〇
）
に
自
分
の
兄
弟
が
親
族
以
外
と

交
際
す
る
の
を
禁
ず
る
と
、
そ
れ
ま
で
文
章
等
を
通
じ
て
岐
王
範
と
親
し
く
し
て

い
た
劉
庭
琦
・
張
諤
等
は
警
戒
の
対
象
と
な
っ
た
。
即
ち
、
岐
王
範
と
遊
宴
す
る

と
共
に
、
革
命
に
も
通
じ
る
讖
緯
の
書
を
私
蔵
し
て
い
た
女
婿
の
裴
虚
己
は
嶺
南

に
配
徙
さ
れ
、
や
は
り
宴
席
で
岐
王
範
と
詩
を
賦
し
て
い
た
劉
庭
琦
・
張
諤
は
左

遷
さ
れ
、玄
宗
が
岐
王
範
に
気
を
許
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。し
か
し
、

開
元
一
四
年
（
七
二
六
）
に
彼
が
病
死
す
る
ま
で
、
岐
王
の
地
位
が
危
う
く
な
る

こ
と
は
な
く
、
そ
の
時
に
恵
文
太
子
を
冊
贈
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
彼
が
陪

葬
さ
れ
た
橋
陵
は
睿
宗
陵
で
あ
る
。

補
論

　

註
（
７
）
の
『
旧
唐
書
』
張
易
之
伝
で
は
、
五
王
の
う
ち
の
二
人
の
宰
臣
、
即
ち
崔

玄
暐
と
張
柬
之
と
が
則
天
武
后
の
幽
閉
に
際
し
て
羽
林
軍
を
押
さ
え
て
お
り
、
武
后
幽

閉
は
武
力
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
の
様
相
も
呈
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
彼
等
及
び
桓
彦
範
・

袁
恕
己
・
敬
暉
の
五
王
が
ど
の
よ
う
に
し
て
羽
林
軍
の
指
揮
権
を
握
っ
た
の
か
、
以
下

に
確
か
め
て
み
た
い
。

　
『
旧
唐
書
』
巻
九
一
・
桓
彦
範
伝
に
は

長
安
三
年
（
七
〇
三
）、
歴
遷
御
史
中
丞
。
四
年
、
轉
司
刑
少
卿
。（
中
略
）
是
歳
冬
、

則
天
不
豫
、
張
易
之
與
弟
昌
宗
入
閤
侍
疾
、
潛
圖
逆
亂
。
鳳
閣
侍
郎
張
柬
之
與
桓

彦
範
及
中
臺
右
丞
敬
暉
等
建
策
、
將
誅
之
。
柬
之
遽
引
彦
範
及
暉
、
並
爲
左
右
羽

林
將
軍
、
委
以
禁
兵
、
共
圖
其
事
。
時
皇
太
子
毎
於
北
門
起
居
、
彦
範
與
暉
因
得

謁
見
、
密
陳
其
計
、
太
子
從
之
。
神
龍
元
年
（
七
〇
五
）
正
月
、
彦
範
與
敬
暉
及

左
羽
林
將
軍
李
湛
・
李
多
祚
・
右
羽
林
將
軍
楊
元
琰
・
左
威
衞
將
軍
薛
思
行
等
率

左
右
羽
林
兵
及
千
騎
五
百
餘
人
、
討
易
之
・
昌
宗
於
宮
中
、
令
李
湛
・
李
多
祚
就

東
宮
、
迎
皇
太
子
。
兵
至
玄
武
門
、
彦
範
等
奉
太
子
、
斬
關
而
入
、
兵
士
大
譟
。

時
則
天
在
迎
仙
宮
之
集
仙
殿
、
斬
易
之
・
昌
宗
於
廊
下
、
并
就
第
斬
其
兄
汴
州
刺

史
昌
期
・
司
禮
少
卿
同
休
、
並
梟
首
於
天
津
橋
南
。
士
庶
見
者
莫
不
歡
叫
相
賀
、

或
臠
割
其
肉
、
一
夕
都
盡
。

と
あ
る
。
ま
た
、
同
巻
・
張
柬
之
伝
に
は

長
安
中
召
爲
司
刑
少
卿
、遷
秋
官
侍
郎
。…
…（
姚
崇
の
推
挙
で
）則
天
登
時
召
見
、

尋
同
鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
。
未
幾
遷
鳳
閣
侍
郎
、
仍
知
政
事
。
及
誅
張
易
之
兄
弟
、

柬
之
首
謀
其
事
。

と
あ
り
、
鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
（
同
中
書
門
下
平
章
事
の
こ
と
、
知
政
事
は
そ
の
別
称
）

の
任
に
あ
っ
た
張
柬
之
が
桓
彦
範
と
敬
暉
と
を
左
右
羽
林
将
軍
と
し
、
禁
兵
の
指
揮
権

を
握
ら
せ
た
こ
と
で
、
こ
の
ク
ー
デ
タ
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
巻
・
袁
恕

己
伝
に
は

長
安
中
、
歴
遷
司
刑
少
卿
、
兼
知
相
王
府
司
馬
事
。
敬
暉
等
將
誅
張
易
之
兄
弟
、

恕
己
預
其
謀
議
。
又
從
相
王
、
統
率
南
衙
兵
仗
、
以
備
非
常
。

と
あ
り
、
袁
恕
己
は
相
王
（
睿
宗
）
府
の
司
馬
と
し
て
南
衙
の
兵
を
統
率
し
て
異
変
に

備
え
た
。
残
る
崔
玄
暐
に
つ
い
て
は
、
同
巻
・
崔
玄
暐
伝
に

（
長
安
）
三
年
、
拜
鸞
臺
侍
郎
・
同
鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
、
兼
太
子
左
庶
子
。
四
年
、
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遷
鳳
閣
侍
郎
、
加
銀
青
光
禄
大
夫
、
仍
依
舊
知
政
事
。（
中
略
）
則
天
季
年
、（
中
略
）

是
時
則
天
不
豫
、
宰
相
不
得
召
見
者
累
月
、
及
疾
少
間
、
玄
暐
奏
言
、
皇
太
子
・

相
王
仁
明
孝
友
、
足
可
親
侍
湯
藥
。
宮
禁
事
重
、
伏
願
不
令
異
姓
出
入
。
則
天
曰
、

深
領
卿
厚
意
。
尋
以
預
誅
張
易
之
功
、
擢
拜
中
書
令
、
封
博
陵
郡
公
。
中
宗
將
授

方
術
人
鄭
普
思
爲
秘
書
監
、玄
暐
切
諫
、竟
不
納
。尋
進
爵
爲
王
、賜
實
封
四
百
戸
。

と
あ
り
、
直
前
に
知
政
事
（
同
鳳
閣
鸞
臺
平
章
事
）
で
は
あ
っ
た
が
、
張
柬
之
の
よ
う

に
桓
彦
範
・
敬
暉
に
兵
権
を
握
ら
せ
る
た
め
に
動
い
た
わ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

　

以
上
に
拠
る
と
、
宰
相
の
張
柬
之
が
桓
彦
範
・
敬
暉
に
玄
武
門
を
衛
る
羽
林
軍
の
指

揮
権
を
握
ら
せ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
武
后
の
押
し
込
め
と
中
宗
の
復
位
に
成
功
し
た
の
で

あ
る
。崔
玄
暐
は
同
じ
宰
相
と
し
て
、張
柬
之
の
動
き
に
同
調
し
た
の
で
あ
ろ
う
。ま
た
、

袁
恕
己
は
睿
宗
の
相
王
府
司
馬
と
し
て
、
宮
城
の
南
衙
の
兵
を
押
え
て
い
た
。
従
っ
て
、

こ
の
ク
ー
デ
タ
に
は
五
王
の
み
な
ら
ず
、
皇
太
子
（
中
宗
）・
相
王
（
睿
宗
）
の
兄
弟
も

加
わ
り
、
宮
城
北
の
羽
林
軍
を
動
か
し
た
だ
け
で
な
く
、
南
衙
の
兵
も
押
え
る
、
と
い

う
か
な
り
大
規
模
な
計
画
で
あ
っ
た
。
そ
の
動
き
に
対
し
て
武
氏
勢
力
が
対
抗
で
き
な

か
っ
た
、
或
い
は
そ
の
動
き
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
武
后
の
晩
年
に
武
氏

の
一
定
の
退
潮
が
見
ら
れ
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
、
後
の
武
后
崩
御
後
に
中
宗
や
韋
后

が
武
氏
に
接
近
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
武
后
自
身
が
晩
年
に
は
武
氏
一
族
の
抵
抗
勢
力
に

な
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

な
お
、『
旧
唐
書
』
巻
九
二
・
韋
安
石
伝
附
趙
彦
昭
伝
に
は

彦
昭
素
與
郭
元
振
・
張
説
友
善
、
及
蕭
至
忠
等
伏
誅
、
元
振
・
説
等
稱
、
彦
昭
先

嘗
密
圖
其
事
、
乃
以
功
遷
刑
部
尚
書
、
封
耿
國
公
、
賜
實
封
一
百
戸
。
殿
中
侍
御

史
郭
震
奏
、
彦
昭
以
女
巫
趙
五
娘
左
道
亂
常
、
託
爲
諸
姑
潛
相
影
授
。（
中
略
）
俄

而
姚
崇
入
相
、
甚
惡
彦
昭
之
爲
人
、
由
是
累
貶
江
州
別
駕
、
卒
。

と
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
郭
元
振
と
張
説
、
さ
ら
に
趙
彦
昭
と
は
仲
が
良
か
っ
た
の

で
あ
る
が
、
姚
崇
は
趙
彦
昭
の
為
人
を
悪
ん
で
い
た
。
そ
こ
か
ら
、
姚
崇
と
郭
元
振
・

張
説
と
が
疎
隔
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
よ
う
。


